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Ⅰ.はじめに
7世紀中頃に百済､高句麗を次々と滅亡させた新羅は､拡大した領土と増加した人民を基盤と
して､以後､百数十年間､繁栄を謳歌した｡戦争終息による長期間の平和､政治的安定､経済的
な潤いはまさにこの時期を代弁する表現であると言っても過言ではない｡しかし､ 8世紀後半か
ら新羅は徐々に混乱の中に陥った｡中央では王位継承をめぐる紛争が頻発し､地方では独自的な
勢力集団が成長し､その渦中で民衆の生活は一層疲弊した状態になった｡そのような状況は9世
紀を経て10世紀に入るとさらに加速化し､新羅はついに後三国の覇権争いの中で滅亡してしまっ
た｡
しかし､ 9世紀以後の不安な国内情勢にもかかわらず､新羅と唐の関係は安定期であった中代
と大きくは異ならなかった｡すなわち､朝貢と冊封を通した政治交渉と経済および文化交流とい
う羅唐関係の大枠は依然として維持されていた｡それでも､ 9世紀における新羅の対唐関係にお
いてひとつの特徴を見出すことができる｡それは以前に比べて両国間の人的往来が多様になった
という点である｡
事実､従来新羅の対唐関係は通庸使節団を通した朝貢と冊封システムの中で構成された交流と
交渉がほとんどすべてであった｡しかし､この時期には求法僧と留学生､それから民間商人の往
来が活発になることにより､準朝貢関係と非朝貢関係(l)の比重が高まった｡特に仏教と儒教を
学ぶために数多くの新羅人が唐に出入りした｡程致遠はそのような活動と行為を｢西学｣と命名
したのであるが､西学を媒介とした民間レベルの羅唐交渉は9世紀新羅史において特記すべき事
項であるとすることができる｡よって､本稿では｢西学｣という概念の枠内で9世紀を前後した
時期､すなわち下代における新羅人の中国留学の実態とその歴史的意味を概観してみようと思う
二･
[.新羅時代の｢西学｣
今日､韓国と中国では17世紀以降､西方諸国の東方進出過程により伝来した西洋の学術と思想
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を西学と呼んでいる｡日本で普通､蘭学あるいは洋学と呼ばれる西学は､明未清初の中国に滞在
していた西洋宣教師が漢文で著述･翻訳した西洋関連書籍から､その名称が始められた｡ 1605年
以降､南京天主教会を主導したアルフオンスス･ヴァニヨーニ(AlphonsusVagnoni)の『西学
治平』､ 『民治西学』､ 『西学斉家』と1613年に中国に入国したユリウス･アレニ(JuliusAleni)の
『職方外記』と『西学凡』などから､白身が伝来した学術と思想を酉学と称していたのである｡
よって､中国学者たちも彼らに従って西洋の宗教､天文､暦法､科学技術を総称して西学と呼ぶ
ようになった(3)｡
西洋宣教師を通して中国に伝来･受容された西学は､すぐさま朝鮮に流入した｡朝鮮は建国初
期から中国に長期的に使者を派遣し､両国間の友誼を固めた｡そのような中､ 17､ 18世紀に中国
を往来していた朝鮮の使節団は当時､北京などの地で滞留していた西洋宣教師と教会堂を訪問す
ることにより､西洋の学術や思想と接するようになった｡よって､彼らは西洋宣教師が翻訳･著
述した各種西洋の科学と宗教に関する書籍を求め得て帰国､流布させた｡朝鮮の使節団が持ち帰
ったいわゆる漢訳西学書は､従来中国の儒教思想に埋没していた朝鮮の知識人に大きな衝撃を与
えた｡そのため､一部の知識人は好意的あるいは批判的観点から､西洋の宗教と学問に関心をも
って研究したのであるが､彼らもまたそれを指して西学と呼んだ｡このように17世紀以降､中国
と朝鮮で当時､伝来した西洋の学術と思想を西学と呼んで以来､現在になっても両国においてそ
のまま通用している｡
ところで､新羅ではこれよりもずっと以前である9世紀に､すでに｢酉学｣という用語を使用
していた｡現存する資料によると､酋学の用語を最初に使用した人は新羅末の儒学者である崖致
遠であった｡彼は｢聖住寺朗慧和尚白月採光塔碑銘｣で｢また考えてみると､西学したことは彼
此ともに同じであるが､師になる者は誰であり､働かされる者は誰であるか｡どんなに心学者が
高く､口学者がつらいことを被らなければならないか-中略-大師は西学し､東方を一変させた｣
とし(4㌧ 1つの碑文で2回も西学という言葉を使用していた｡
それだけでなく､荏致遠は｢鳳巌寺智吉富大師寂照塔碑銘｣で｢僧侶は西学し､羅漢は東進した｣
とLr5)､ ｢奏請宿衛学生還蕃状｣では｢唐の朝廷に奏達し､使者を敬慶に迎えるにあたっては､
当然､西学の弁別に頼ってこそまさに東夷の実情を十分に知らせることができる｣と言い(6)､
｢奏請宿衛学生首領等入朝状｣では｢東方の人々が西学するのは､ただひたすらに礼と楽である
が､余力として文章を学び､正音に言語を変化させる｣と言った(7)｡
唐と新羅で数多くの文章を書いた荏致遠は､その著述で｢西方〔西〕｣という言葉を好んで使
用していた｡ところで､崖致遠が使用する｢西｣は自身の国の西方にある中国､そのなかでも唐
を意味する場合が大部分であった｡例をあげると唐を西国とし､唐で官吏生活をすることを西宙
と言ったり､唐で留学して文物を見聞することを西遊と言ったりした｡崖致遠の文に出てくる西
学の｢西｣はやはり唐を意味することは言うまでもない｡それならば荏致遠が使用した酉学は
｢新羅人が西方の唐に行って学ぶ｣という意味であったと言える｡
それでは､荏致遠は唐で何を学ぶことを西学と称したのであろうか｡先ほど紹介した｢聖住寺
朗慧和尚白月採光塔碑銘｣で荏致遠は､西学したことは彼此ともに同様であるが､朗慧和尚は心
学すなわち仏教を学び､高く敬われ､自身は口学すなわち儒学を学んで碑文を書く苦労を請け負
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うようになったと述懐している｡もう一度言うと､朗慧和尚は西方に行って仏教を学び､荏致遠
自身は西方に行って儒学を学んだのである｡そして儒学の場合には｢奏請宿衛学生首領等入朝状｣
でより具体的に指摘､提示されているのであるが､それは礼と楽､そして文章であった｡結局､
崖致遠が言った西学は新羅人が西方の唐に渡って行き､仏教と礼楽･文章を含めた儒学を学ぶこ
とを表現した言葉であったのであろう｡
荏致遠のみに限らず､新羅末から高麗初めにおける他の知識人も西学という言葉をたびたび使
用した｡高麗の光宗(949-975)の時の学者である孫紹は｢大安寺贋慈大師碑銘｣で｢大師は西
堂において法化を受けたが､西学する苦労をしなかった｣と言い(ボ)､金延彦は｢玉龍寺洞最大史
賓雲塔碑銘｣と｢高達寺元宗大師慧最塔碑銘｣で｢仏法が東方に流入していくという話と､西学
して仏法を求める者がいる｣云々と言った仰｡これらが使用する酉学という用語もまた先ほど紹
介した荏致遠のそれと同一であったことは言うまでもない｡ただし､書き手と対象となる僧侶が
高麗時代に主に活動していたため､西学の主体が新羅人だけでなく､高麗人までを含めていると
いう点で若干の差異があるのみである｡
新羅人と高麗人が唐に入り､仏教と儒学を学ぶという意味をもつ酉学は高麗中期･後期にも依
然として同じ意味で使用された｡そのような事実は金富軒の『三国史記』と-然の『三国遺事』
によく表れている｡金富拭は崖致遠の中国留学を西学と称し(1(''､ -然は『三国遺草』で酉学と
いう用語を実に8回も使用している｡
例えば｢円光西学｣という題目で円光が唐に留学した事実を紹介しており､義相が唐に入り､
求法したことは｢酉学入唐｣と言い､慈蔵と円勝が唐に入り､仏教を学んだことを｢西学｣と表
現した(ll)｡そして､高麗の容宗(1106-1122)の時､末に入り､契丹大蔵経を手に入れて帰っ
た慧照国師である雲其の入末を西学と表現し`12)､百済の僧侶である恵硯が中国に入り､学ばな
かったことを｢硯不西学｣と言った(13)｡このように-然は｢酉学｣を荏致遠が使用したそれと
同一の意味で使用した｡さらに-然は新羅人の入唐求法のみならず､百済人の入唐求法と高麗人
の入宋求法までをすべて西学と言った｡
結局､新羅と高麗時代の知識人が使用した｢商学｣は新羅と高麗人が西方の中国に渡って行き､
唐･末の先進学術と思想を学び､習得する行為を意味すると言えるであろう｡ところで､彼らは
西学を通して自国の文化を啓発しなければならない､またそのようにすることができると思い､
中国に入り学問することを勧奨した｡特に崖致遠は新羅人が仏教と儒教を学ぶためには必ず西方
に渡って行って学ばなければならず､西学して礼楽と文章を習い､言語を変化させなければなら
ないとした｡そして西方の唐の文物を観光しなければならず､西学の弁別に依拠してこそまさに
東夷の実情を正しく知らせることができるとし､西学の当為性と必要性を力説した｡こうした点
から新羅時代の西学は当時流行していた唐への留学を通した中国学問を学ぶこと､すなわち中国
学学習運動(1earningSinologymovement)を含蓄的に表現した用語であったと言える｡
Ⅲ.新羅西学の主役
8､ 9世紀における唐文化の栄華と経済的な潤い､そして新羅人の唐文化に対する欲求がすべ
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てひとまとまりとなって､新羅では西学風潮が蔓延した｡そのような雰囲気の中で多くの新羅人
が唐に入り､唐の先進学術と思想を学んだ｡そのうちのひとつが求法僧である｡
新羅僧の西学求法はすでに真興王(540-575)の時である6世紀前半から始められた(1･1)｡そ
の後､新羅僧は継続して中国に入って仏教を学び､戻って新羅仏教発展の礎石となった｡そのよ
うな求法活動は9世紀を前後した時期､すなわち新羅下代にもっとも活発であったが(15㌦現在
名前が確認される新羅求法僧は全部で80名にも達する｡それらのなかには2､ 3年の短期間で西
学した人もおり､ある場合は20､ 30年以上も唐に留まり､帰国した｡
唐の制度によると､新羅や日本の僧侶が9年以上､唐に滞在すると唐の僧籍に編入させたと言
われる(16'｡そのため9年以下の求法を短期求法と言い､それ以上の滞留を長期求法と言うこと
ができるであろう｡ところで､現在知られる新羅の求法僧は大部分が9年以上の長期間､唐に留
まっていた｡もちろん837年に貞育､虚懐などと一緒に唐に入り､中原一帯をめぐりながら禅知
識を探し歩き､学んだ後､ 840年2月に帰国した普照禅師体澄のような短期求法僧もいたのであ
るが､ほとんどが9年以上､唐に滞留した長期求法僧であった｡
道義は784年から821年まで実に37年間､唐に留まって宝壇寺で具足戒を受け､洪州開元寺の地
蔵と懐海を師として仏教を学んだ｡そして慧昭は804年に入唐して倉州の神鑑から印契を受け､
崇山少林寺で具足戒を受けた後､各地を遊歴していたが､ 830年に新羅に帰って来た｡この他に
も､慧徹､無染､玄豊､道允､焚目､大通､順之､行寂､麗厳､適微､慶甫､探幽､慶猷､利厳
などが短い者は10年､長い者で29年間､唐に留まって師を探し､仏教を学んで各地の聖跡を巡礼
した｡
一万､求法僧の中には帰国せず､唐で一生を終えた人もいた｡程致遠は彼らを｢西化｣求法僧
と呼んだのであるが､四川静衆寺の無相､常山の慧覚､天台LU平田寺の道育(17)､九華山の地蔵､
斉雲山の霊照などがそうである｡それから､赤山法花院の法活と聖琳､真荘村天門院の法空(18)､
焚日が明州開国寺で会った新羅の沙禰(19㌧長安龍輿寺浄土院に居住していた雲居和尚(2°工　夫台
山国活寺新羅院の悟空`21)なども帰国せず､唐で一生を送った人達である｡たとえ資料の限界で
これらの詳細な活動を知ることができなくても､彼らもまた河北と河南､長安と四川､そして江
南地域など唐全国で求法したものと考えられる｡
渡唐留学生もまた唐で活発な西学活動を繰り広げた｡新羅が唐に最初に公式留学生を派遣した
のは善徳王9年(640)であった｡以後､新羅は一貫して唐に学生を派遣し､国子監をはじめと
した唐の教育機関で学ぶようになった｡特に下代に入り､新羅の渡唐留学の風潮は最高潮に達し
た｡喜康王2年(837) 3月に当時､唐の国子監で学んでいた新羅学生の数が216名に達したとい
う点からも(22㌦　そのような事実を如実に知ることができる｡そして､新羅留学生が他国に比べ
ても､断然多かった｡これら新羅留学生は､大きく私費留学生と国費留学生に分けられ､彼らの
在唐修業年限は10年であった｡その中で国費留学生は新羅と唐の王室から往復交通費､衣服およ
び食費をはじめとした滞在費と書籍費などの支援を受けた｡このような条件下で新羅下代､唐に
留学した新羅の学生は数百あるいは数千名に達したようである(23)｡
前述したように､西学求法僧らは入唐初期から師と聖跡を探して各地方を巡礼したが､留学生
は長安と洛陽に設置された唐の教育機関に落ち着き学んだ｡唐の制度によると､国子監には国子
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学･太学･四門館学･律学･苦学･算学など六学があり､身分と専攻によってそれぞれ所属を別
にした｡すなわち国子学･大学･四門館学は身分による区分であり､律学･苦学･算学は身分と
ともに専攻による区分である｡国子学には三品以上と国公の子孫および従二品以上の曾孫が､太
学には五品以上と群公･県公の子孫と従三品の曾孫のみが入ることができ､四門館学には七品以
上と候･伯･子･男の子孫および庶民の中でも優れた者が入学することができた｡しかし､学ぶ
科目はすべて周礼､礼記､毛詩､春秋左氏伝､論語､孝経､隷書､国語､説文､字林(24)､三蒼
(倉) (21㌦　などの経典と歴史そして文章を学んだ｡一方､律学･苦学･算学には八品以下と庶民
が入ることができたのであるが､彼らは各専攻にしたがって科目を学んだ(ど(-)｡
新羅留学生も彼らの身分と特技によってそれぞれ所属を異にしたのである｡新羅の王族たちが
主を成すいわゆる宿衛学生のような場合には国子学や太学に入って学び､六頭品をはじめとした
多くの留学生たちは四門館学に入り学んだようである｡たとえ中代のことであっても､開元
(713-741)年間に新羅から子弟を送り､太学に入学させて経術を学ばせたが(27㌦　その時の｢子
弟｣のうち1名は聖徳王の従弟である金嗣宗であった｡そして崖致遠が真徳王に代わって書いた
｢遣宿衛学生首領等入朝状｣で｢今､国子監内にはただ新羅の馬道だけが四門館北廓にあり､愚
かなあの多くの藩邦らは､ひっそりと途中で断絶した｣(2別という点から見て､多くの新羅の留
学生たちが開門館学で学んだことが分かる｡
新羅学生が国子学や太学あるいは西門館学などどこに属したにしろ彼らは皆､経典と文章を学
んだ｡先ほど紹介したことであるが､荏致遠が｢遣宿衛学生首領等入朝状｣で｢東方の新羅人が
西方の唐で学ぶことは専ら礼と楽であり､余力があると文章を学ぶ｣と言ったのは､そうした事
実を良く表現している｡このようにすべての新羅留学生が経典と文章のみを学んでいたわけでは
ないであろう｡たとえ明確な記録を探すことができないとしても､一部の留学生は国子監の律
学･苦学･算学に入り､関連専門知識を学んでいたであろうと考えられる｡
求法僧と留学生の他に､遣唐使の西学活動もまた注目すべきである｡ 9世紀以前の新羅遣唐使
は新羅と唐の間の政治交渉は言うまでもなく､対唐経済交易と文化交流活動もすべて引き受ける
ようにしていた｡ところが下代に入り､羅唐間の人的交流が多様になると同時に､従来遣唐使が
担当していた経済交易と文化交流は民間商人と求法僧そして留学生が相当部分を担うようになっ
た｡しかし､そうであっても従来､遣唐使が遂行していた文化交流を通した西学活動は依然とし
て持続されていた｡
新羅は下代155年の間､ 53回の遣唐使を派遣した事実が確認される(2())｡ところが､これら大多
数は賀正便､謝恩使のような政治交渉のための使節団であった｡それでも彼らは付随的に唐の文
化と思想を学び､関連資料を入手した｡哀荘王(800-808)の時の遣唐使と推定される朴如言は
当時の最新医学書である『贋利方』 5巻を書き写して帰りしこi(I)､また別の新羅の使者は張薦と自
店易の詩文を購入してきた(31)｡この他にも遣唐使はそれほど良くはない唐での滞在期間中に､
各種学芸と技術を習得したものと考えられる｡すなわち､彼らは唐の文人たちとの交流を通して
唐の文物と礼楽を体得し､日本の遣唐使の事例に照らし合わせると見当がつくように(32㌧　遣唐
使の構成員は各自の専攻分野の助けになる唐の学者を探し歩き､関連書籍を購入し､新羅に戻っ
たようである｡同時に彼らは求法僧と留学生に往来の便宜と入国および入学手続きを代行してあ
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げることにより､西学活動に間接的に参与した面もあった｡
Ⅳ.西学と新羅社会
8､ 9世紀に多様な方式と数多くの人々を通して形成された新羅の西学活動が韓国史の展開に
及ぼした影響はこの上なく大きかった｡その中でまず挙げることができるのは禅宗仏教の導入と
伝播である｡周知のことのように､新羅は高句麗や百済に比べ､仏教を遅れて受容した｡それに
もかかわらず､上代から中代にかけて多くの僧侶が中国に西学し､先進仏教を受け入れ､またそ
れを発展させることで元暁と義相に代表される新羅中代の教宗仏教の花を咲かせることができ
た｡
ところが新羅下代に至り､従来の教宗は衰退し､禅宗が興隆した｡このような教宗と禅宗の交
替にはさまざまな要因があったであろうが､西学求法僧による禅宗の請来と彼らの活動を看過す
ることはできない｡特に唐で西学して戻った千代の求法僧は新羅のあちこちに居場所を得て､禅
門を開いた｡新羅末から高麗初めに確立された九山禅門の開創祖を詳細に見ると､犠陽山派を除
いた残り8禅門を開いた者はすべて西学求法僧であった｡開創祖だけでなく､彼らの後ろ盾とな
って仏教界を主導した人々はやはり大部分､唐に留学して戻ってきた西学求法僧であった｡この
ような点から､新羅下代の西学は韓国禅宗仏教の基盤を築いたと言えよう｡
新羅下代の酉学は韓国儒学史においても重要な意味をもっている｡韓国に儒教が入ってきたの
は高麗･百済･新羅が鼎立する以前であったが､それが本格的に受容されはじめたのは三国時代
であった｡それでも三国時代にはまだ儒教が政治理念と生活規範としての独自的な位置を定立で
きない状態にあった｡しかし中代､下代を経るとともに､韓国儒教はしだいにひとつの体系を備
えた思想としての独自的な地位を確保するようになった(33)｡
韓国史において留学することで地位を確保することができたのには､西学の役割が大きかった｡
善徳王(632-646)の時から派遣が始まった渡唐留学生と遣唐使は唐から儒学を学び､また儒教
関連書籍を積極的に輸入し､普及した｡特に下代に至り､多くの新羅人が唐の国子監に入学し､
儒教と文章を習得し､戻ってきた｡彼らは長期間､国子監に留まり､中国留学の真髄を学び､当
時流行していた詞章学を習得し､それを新羅に移植した｡その結果､新羅下代に儒学は政治理念､
そして生活倫理として活用され､また学問的に体系化された｡下代の代表的な儒学者である崖致
遠が韓国儒教の鼻祖(始祖)として崇められていることもまさにそのような理由のためである｡
いずれにしても新羅下代の西学は､新羅儒学を一段階引き上げたと言うことができる｡
8､ 9世紀における新羅の社会は韓国史において古代の終末や中世の幕開け(34)とも関連が深
い｡広く知られているように､新羅下代に広く流行した禅宗は従来の教宗に比べて個人主義的で
あり､社会改革的で民衆指向的な性向を持った宗教であった｡これは中央政府の面倒な干渉を排
除すると同時に､地方に勢力を張り､民衆を抱き込むことによって､独自的な勢力を構築しよう
とする地方豪族の意識構造と符合していた(35)｡その結果､新羅末高麗初における多くの禅僧た
ちは､地方豪族と提携して禅門を開別して勢力を育み､古代社会を崩壊させた地方豪族もまた禅
宗を自身が独立できる思想的根拠として禅宗を抱き込み､活用した(36)｡このような点から､新
(108) 8､ 9世紀における新羅人の`西学'活動(権)
羅下代の西学活動と中世社会の到来は相互に密接な関連があると言えるであろう｡
西学はまた別の側面からも中世の幕開けを早めた｡先にも言及したように､下代に多くの新羅
人が唐に入り､先進学術と思想を習得し､制度と文物を見聞して帰ってきた｡ところが､当時の
最高知識人と言える渡唐留学生と求法僧は自身の学問と在唐経験を基礎として､骨品制に束縛さ
れた新羅社会を多様な方式をもって改革しようとした｡崖致遠は時務10余条を通して新羅社会の
変化を試み､崖承祐と崖彦潟はそれぞれ甑萱と王建に委託して､より積極的に骨品制社会打倒を
率先した｡そして､西学求法僧もまた地方豪族の政治諮問役として中世社会建設に参与した｡そ
の結果､ 10世紀初頭に彼らが希求していた新しい時代が到来するようになったのである｡
このほかにも新羅下代の西学は医学､天文､算学､文物制度など様々な部門で新羅を含めた韓
国史の発展に多くの影響を及ぼしたものと考えられる｡とは言うものの西学が肯定的な側面のみ
を持っているわけではなかった｡あらゆる事物にそうした明るい光もあれば､暗い影もあるはず
である｡商学にはやはり暗い面もあった｡そのうちの一つが新羅人の自尊意識を弱化させたとい
う点である｡
8､ 9世紀の新羅人が自尊意識を喪失したという兆候は政治､経済､文化など多方面で現れた｡
下代に作成された各種金石文によると､新羅は自身を唐の春､蕃国､諸侯または｢諸侯外守者｣
と自負し､自国を指して呼ぶ時､ ｢有唐新羅国｣あるいは｢大唐新羅国｣と表現した｡それのみ
でなく､唐を大唐､聖唐､帝唐､皇唐と言ったのに比べ､新羅を海外､海隅､番と言い､唐の言
葉を華言と言ったが､新羅の言葉を方言あるいは郷言と言い､唐を高め新羅を卑下した｡そして
唐の王を呼ぶ時は天子､帝､大帝､皇帝､聖帝と言ったが､新羅の王に対しては君や王またはせ
いぜい大王と呼ぶ程度であった｡このように新羅下代には度がすぎるほど唐中心の世界秩序に忠
実となり､自国股下意識が広まった｡
自国を股下する社会風潮は物質文化にもそのまま投影され､外来品は珍しく貴重であると思い
崇められ､土地の産物は品のないものとし､嫌悪した(37)｡もちろんここで言う外来品がすべて
唐の製品を意味するのではないが､大部分が唐を通して輸入されたものなので､一括して｢唐物｣
と言っても間違いないであろう｡このような新羅下代の外来品選好風潮はまさに当時､新羅社会
全般に広まっていた唐に対する憧慢心と自国-の卑下意識による民衆の自然な所有欲求の表れで
あったと言えよう｡
9世紀に新羅が唐中心の世界秩序に忠実に順応し､唐の文化と物質に没入したのには､長期間
の平和に伴う社会紀綱の緩みと継続した王位争奪戦による新羅王権の危弱性､唐文化の栄華と新
羅知識人の無批判的な唐文化の受容などの要因を挙げることができる(3H)｡そのなかでも新羅最
高の知識階層であると言える留学生と求法僧そして遣唐使を通した唐文化の輸入と伝播は新羅の
唐に対する尊崇意識を高める上で､大きく作用した｡新羅下代のこのような自尊意識の喪失は､
高麗と朝鮮時代における一部知識人の盲目的な尊華主義というか､事大思想へと継承された｡
V.おわりに
今日の韓国では朝鮮後期､活を経由して伝来した酉洋の学術と宗教を西学と称している｡しか
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し､西洋の文物が伝来することは､はるかにずっと以前である9世紀にすでに新羅で｢西学｣と
いう用語を使用していた｡新羅末の儒学者である崖致遠は新羅人が西方の唐に渡って行き､仏教
と礼楽･文章を含めた儒学を学ぶ行為を｢西学｣と言ったのがそれである｡その後､ ｢西学｣は
高麗後期まで同　一の意味で使用されていた｡このような点から､新羅時代の西学は新羅人が唐に
渡って行き､中国の学術と思想そして文化全般を学ぶという､いわゆる｢中国学学習運動｣と定
義することができる｡
8､ 9世紀における新羅の社会は多様な形態で構成されていた｡求法僧は唐の至るところに入
って行き､高僧･大徳を探し､唐の先進仏教を学び､留学生は国子監のさまざまな専攻課程に入
り､礼楽を中心とした儒教理論と文章､そして各種専門技術を学んだ｡それだけでなく､新羅遣
唐使は唐に滞在する間､唐の学術と技芸を習得した｡そして彼らは大部分､新羅に帰ってきて､
自分達が唐で学び､身につけた学術と思想を新羅に伝え広めた｡
新羅下代の西学を通して中国文化を取り入れ､伝え広めることは韓国史の展開に多くの影響を
及ぼした｡まず､酉学は今日の韓国仏教界を主導している禅宗仏教の基盤を準備し､初歩的水準
に留まっていた新羅の儒学を一段階引き上げ､高麗に譲り渡した｡そして､西学は革新的な禅宗
思想を豪族に提供し､改革性向の知識人を量産することで､古代社会を崩壊させ中世の幕開けを
早めるのに貢献した｡
そうした一方で､西学は新羅人が唐文化に度を越して没入する傾向を扇動し､それによって新
羅の自尊意識を弱化させた｡そのような意識は高麗､朝鮮時代へと続き､盲目的な慕華思想の基
礎となったのである｡
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